
特
別
陳
列

休館日：毎週月曜日（ただし2月8日、3月1・8日は開館）
開館時間：午前9時30分から午後5時（入館は閉館の30分前まで）
主催：奈良国立博物館
協力：仏教美術協会

〒630-8213 奈良市登大路町50　ハローダイヤル 050-5542-8600　https://www.narahaku.go.jp/

2021年 ［令和3］  2月6日（土）─3月21日（日）

Feature Exhibition

The Beginnings of the 
Nara Imperial Museum:
Traces of Effort in 
Architectural Drawings and 
Documents

奈良博物館正面昇降口矩計弐拾分壱之図（「内匠寮奈良博物館建築工事図面」のうち）
奈良国立博物館



交通案内
近鉄奈良駅下車徒歩約15分、またはJR奈良駅・近鉄奈良駅から
市内循環バス（外回り）「氷室神社・国立博物館」下車すぐ

公開講座 
「帝国奈良博物館の誕生―人と建築―」
2021年（令和3）3月13日（土）　
講師：宮崎 幹子
　　  （奈良国立博物館学芸部 情報サービス室長）
時間：午後1時30分～3時（午後1時開場）
会場：当館 講堂
定員：90名（事前申込先着順）
受付期間：2月15日（月）午前10時～3月12日（金）午後5時　申込方法：当館ホームページ「講座・催し物」
内の「公開講座」 応募フォームより必要事項をご入力の上、お申し込みください（WEB申込のみとなりま
す）。 聴講無料（展覧会観覧券等の提示は不要です）。聴講には事前申込が必要です（当日申込でのご参加は
できません）。入場の際には、受付完了メール画面をご提示ください。応募は各回お1人様1回でお願い
いたします。定員に達し次第締め切りとさせていただきます。

観覧料金 
一般 700円、大学生 350円
高校生以下および18歳未満の方、満70歳以上の方、障害者手帳またはミ
ライロID（スマートフォン向け障害者手帳アプリ）をお持ちの方（介護者1
名を含む）は無料です。高校生以下および18歳未満の方と一緒に観覧され
る方は、一般100円引き、大学生50円引きです（親子割引）。この観覧料金
で、同時開催の特別陳列「お水取り」、名品展「珠玉の仏教美術」、2月23日
（火・祝）より名品展「珠玉の仏たち」・「中国古代青銅器」をあわせてご覧い
ただけます。

1. 奈良博物館新築色分ヶ図百分壱
2. 正面昇降口天井中真飾正寸
3. 奈良博物館新築表昇降口両脇盲窓迫持楔石正寸之図
4. 奈良博物館新築絵画室軒樋呼樋取設方拾分壱之図
    （以上、「内匠寮奈良博物館建築工事図面」のうち）  
　奈良国立博物館
5. 「京都及奈良博物館建築工事帝国博物館ヨリ委嘱ノ件」
    （『京都及奈良博物館建築工事録』のうち）　
　宮内庁宮内公文書館
6. 帝国奈良博物館表昇降口雛形　奈良国立博物館
※会期中に展示替えをいたします。

〒630-8213 奈良市登大路町50　 ハローダイヤル 050-5542-8600　
https://www.narahaku.go.jp/
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特別陳列「お水取り」 
2021年（令和3）2月6日（土）～3月21日（日）同時開催
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